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Ｗe can do it.（やれば できる）

４月に始まった新学期も、早いもので、あと１４日で夏休みとなります。太田小の児童
玄関と各階の階段踊り場に、 の掲示が完成しました。Ｗe can do it.（やれば できる）
今回は、シーズン初めにシアトルマリナーズを引退した「イチロー」選手のように。とい
うねらいで、一人一人の児童、職員の目標が掲げられました。
イチロー選手は、引退の決断について次のように語っています。

「後悔などあろうはずがありません。結果を残すために、人よりがんばったとは言えない。
でも自分なりにがんばってきたとはいえる。」
人と比べてどうこうということはわからない。しかし、自分なりに努力し、全力を尽く

してきた。だから、後悔することはないのだ。ということでしょうか。次のようなことも
語っています。
「夢や目標を達成するには１つしかない。小さなことを積み重ねること。」
きっと、これがイチロー選手の信条なのだなと、私は感じます。そんな時、ふと校長室

の日めくりカレンダーに書いてあった言葉を思い出しました。
「実力の差は小さい。 努力の差は大きい。」
初めから、偉業を成し遂げる人は、きっといないはずです。それには小さなことの積み

重ね、日々の努力を継続することが大切なのだと気づかされます 「今日は○○で時間がな。
。」「 。」「 。」いから 忙しいから 今日は疲れているから

などと、自分に甘くすればきりがないことです。
自分が立てた目標だからこそ、自分に厳しく、自

分自身が守らなくてはならないでしょう。
みんなが、そうした小さな努力の積み重ねができる
ように頑張りたいですね。
イチロー選手に負けず、太田小のみんなが、自分

の目標に向かって努力できるように頑張りましょ
う。

《７月の生活目標》
～です。 ～ます。を
はっきり言います。

《 資源回収 》～６月８日（土）～
前日まで天気が心配されましたが、多くの

保護者・地域の皆様にご協力いただき、貴重
な資源を集めることができました。ありがと
うございました。
今回の資源回収の収益は、子ども達の教育

活動に還元できるように、大切に活用させて
いただきます。
今後とも、皆様のご協力を、よろしくお願

いいたします。次回は、令和２年２月１日
（土 、予備日２日（日）です。）

陸上フェスティバル
今年度は、ラグビーワールドカップ開催

、 。の関係で 陸フェスが５月に行われました
《５月２８日（火）実施》
例年に比べて、練習期間が短くなってし
まいましたが、特に 「学級対抗長なわと、
び」では、時間を見つけて練習に取り組む
６年生の姿がありました。また１つ、クラ
スで協力する大切さが学べました。

【学校教育目標】
○思いやりのある子
○進んで学ぶ子
○たくましい子

ワールドカップまであと○○日
６年生の運動委員３名にお願いして、ワールドカップ

までのカウントダウンを開始しました。
左：ワールドカップまで 右：太田小観戦日まで


